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第1章ボランティア活動を知る

1 ボランティアとは何か？

ボランティア活動はあくまでも自発的（自発性）な活動であり、義務

でも強制でもありません。個人個人の自由な意志により、考え、発想し、行動す

るものです。ただ個人の意志により行動するといえども、自己の利益を目的とするも

のではなく、利他性が求められ、その活動や目的が社会に開かれたものである必要

があります。さらに「無償性」「継続性」といった要件も求められます。

「ＶＯＬＵＮＴＥＥＲ」という言葉は日本語
では､“篤志家”や“志願兵”と訳されていま
す。この言葉の語源は、ラテン語の「ＶＯＬＯ
（ヴォロ）」であり、英語では「ＷＩＬＬ」すな
わち「自分で○○する」という意味です。です
から、ボランティア活動というのは、あくまで
も自発的（自発性)な活動を示すものであり、
義務でも誰かに強制されるものでもありませ
ん。
それにもかかわらず、従来は「ＶＯＬＵＮＴ

ＥＥＲ」という言葉は「奉仕」と訳されること
が多く、“滅私奉公”的なイメージでもって訳
されたため、活動の範囲を制限されたり、自発
的な行動に規制を加えたりすることもあり、特
定の人だけが行う行動のようにも理解されてき
ました。
しかし近年、さまざな領域や分野でボランテ

ィアの活発な動きがはじまり、その意義は、社
会的な課題解決の可能性を秘めた活動であるこ
とと理解されるようになってきました。このよ
うな理解が一般化する中で、改めて“ボランテ
ィア”という言葉が持つ本来の意味やその意義
の理解が広まりつつあります。

ボランティア活動は､あくまで、個人の自由
な意志により、考え、発想し、行動するという
自発的な行為、つまり“自発性”により支えら
れているものです。そして、自発的であるがた
めに、個々の取り組みに違いがあり、そのため
多様な活動ができ、既成概念に捕らわれずに、
自由で先駆的な取り組みが展開できるのです。
まさに“自発性（主体性）”こそがボランティ
ア活動の最も大切な要件であるといっても過言
ではありません。
もっとも、個人の意志により行動するといっ

ても、自己の利益を目的とするものであっては
なりません。常に“利他性”が求められ、その
活動や目的が社会に開かれたものである必要が
あります。
したがって、ボランティア活動とは、「正し

さ」や「公平さ」が求められる活動というより
も「多様性」と「先駆性」が求められる活動で
あると理解する必要があります。

ボランティアは自発的行為 ボランティアの多様性と先駆性
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ボランティアの無償性と継続性

次に、二次的な要件として「無償性」「継続
性」もあげられます。個人がボランティア活動
を展開する場合、あくまで無償が基本です。も
っとも最近は、活動にかかる交通費の補助やお
弁当程度の食事代を支給するケースもあります
が、これはあくまでも、ボランティアを“受け
る側”や活動を主催する側の“気持ち”的なも
ので、ボランティア自身が求めるものでは決し
てありません。
また、日常的な活動の場面において継続的な

活動が必要とされている場合や、継続すること

が何らかの効果につながることが期待できる場
合には“継続性”が求められます。しかし、イ
ベント的な活動や突発的な災害救援など、一時
的な活動で重要なものもあり、継続することが
重要であるとは一概にいえない場合もありま
す。したがって活動の内容や効果などを、ボラ
ンティア活動を“する側”とそれを“受ける側”
とが、常に点検し、確認しながら進めていくこ
とが大切です。
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2 ボランティア活動の目的とその意義（意味）

ボランティア活動は、個人個人の自発的な行為であるために、その目的も多

様であり、単なる“労力”提供でもなければ滅私奉公でもありません。ボランティア

活動とは、「何らかの助けを求める人に手をさしのべないではいられない」という共

感と、受け手側の受容による「協働の企て」として行われるものです。

ボランティア活動を始めるきっかけは、一人
一人違います。しかし、多くの場合“何かの救
いを求める人に、何かできることがないか”と
いう、“受ける側”の悲しみや怒り等の思いに
共感し、行動することが多いのです。たとえば、
阪神・淡路大震災や重油流出災害の時も、報道
で現地の状況が伝えられることにより、現地で
生活する人々に共感し、何万人、何十万人もの
ボランティアが駆けつけ、さまざまな活動を展
開したのです。
ボランティア活動の目的

は、個々の活動の内容によっ
て異なりますが、広義の意味
においては、自分自身の生活
する社会において起こる社会
問題や課題の解決に対して、
単に行政や他者に求めるだけ
ではなく、自分自身が自発
的・主体的にその問題を解決
していこうというものです。
したがって、ボランティア

活動は政府や自治体がプログ
ラムした活動だけを行うので
はなく、自発的な活動である

がため、その範囲、方法、手段、規模等すべて
が多様です。
この多様さこそが、従来にない新たな活動を

展開する“先駆性”を生み出し、“受ける側”
の個々のニーズに対応できる“個別性”を実現
するのです。そして、緊急時等に俊敏に対応で
きる“機動性”も得られるのです。公平さを求
められるがため、多様性に対応できない行政と
は違った活動を展開することが可能なのです。
全体を把握した上での公平原理による行政の思
考とは、まったく逆の思考によって進んでいる
と言っていいでしょう。

機動性と活動内容の多様性
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コミュニケーションが共感を生む

ボランティアを単なる“労力”として捉える
ことは、多様性のある社会形成に支障をきたす
ことになりかねません。個々の意志にもとづい
て展開するボランティア活動こそが、援助を必
要とする人にとっては欠かせない重要な要素に
なるのです。とはいえ、ボランティアが完璧な
ものであるとはいえません。なぜなら、多様性
を重んじるがゆえに、個と個の対立が少なから

ず起こり、トラブルも発生しやすくなるのです。
個々の自発的な考えを尊重するがゆえに合議制
をとることも多く、必ずしも効率的でないこと
もありますし、数々の課題や問題が発生しやす
くもなってきます。そこに適切なコミュニケー
ションの必要性があります。ボランティアを
“する側”と“受ける側”のコミュニケーショ
ンを大切にすることが新たな展開へのヒントに
なったり、双方の理解につながり、共感を生み、
本当に必要な活動の姿を見出すことができるよ
うになるのです。
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